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大学と地域歴史文化一大阪市立大学日本史研究室の取組み-

はじめに

O大阪市立大学と和泉市の包括連携

大学の地域貢献とは?

1、和泉市の地域史との関り

O黒鳥村史料調査

河野家文書の近世史料から町内の悉皆調査へ

浅井家文書(町田哲氏の研究)

。和泉市史

補遣の依頼から新しい市史づくりへ

2011/1211 

塚田孝

編纂大綱の議論(本編・資料編 当 地域叙述編 5冊・テーマ叙述編・コンパクト通史)

.生活構築の歴史

・(研究に基づく)市史づくりと史料調査・保存は車の両輪

。合同調査

大阪市立大学日本史研究室としての取組み

ねらい(教育的側面、地域の包括性)

地域との合同とし、う理解へ

(2009 年納花町 (9 ・ 28~30) /2010 年富秋町 (9/28~30)

/2012 年尾井町 (917~9)) 

2、地域史の模索と意味

。『和泉市の歴史』・・・現在、地域叙述編3冊刊行

『横山と横尾山の歴史』・・・寺院社会の展開を軸に

『松尾谷の歴史と松尾寺』・・・寺院社会との展開と山をめぐる関係

『池田谷の歴史と開発』・・・村落社会の展開と《山と)11と開発))(主軸と副軸)

。地域と世界(地域史の普遍性)

マーレン・エーラスさんの経験・・・世界 日本 大野(地域の普遍性)

「雪国留学」と「地域史惣寄合に参加して」

おわりに

日本の近世史料は世界的に稀有な豊かさ・・・地域史の可能性と大学・文化行政の責任
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マーレン・エーラス「雪国留学 (rクゴジリアj2008夏号)
同 「地域史惣寄合に参加してJ(r地域史の現在j2010年 2月)

「雪国留学」

・会う人の反応

-大野への接近の特異性

・大野の今と過去・・・そのとまどい

-地域の変化と個人の一生/この 1年でも

.初来日時の日本の印象

-福井・大野の印象(自分の/地域の人の)・・・喪失の危機感

.故郷のこと・・・大野との共通の印象

-今回に印象、特に雪

「地域史惣寄合に参加して」

. 1日目の印象・・・自治体史

. 2日目の印象・・・地域史の内と外

.外国人研究者にとっての地域史

.オリエンタリズム

・自分の研究の意味

.故郷を離れて

・故郷を思う

-今だからこそ

.自分の研究

・「日本」の「本質j

・時代の文脈・地域の文脈

.人類の歴史として

・日本・大野の「余所者」でなくなっている自分

・「昔や今生きている人聞の輪Jとして

マーレンさんのエッセイは“歴史を考えること/歴史学の意義"を考える最適の手がかり

以後、自分の経験から少し(何回か)考える
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室
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市
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育
委
員
会
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*
合
同
調
査
と
は
・
・
・

市
大
文
学
部
の
歴
史
学
教
室
の
行
事
は
、
遠
足
や
旅
行
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
日
本
史
研
究
室
に
と
っ
て
一
年
で
最
も
大
き
な
行
事
は
、
毎
夏
和
泉

市
で
実
施
す
る
和
泉
市
獣
育
審
員
会
ど
似
合
同
調
査
円
で
す
。
合
同
調
査
は
二

泊
三
日
の
合
宿
形
式
で
行
い
、
専
攻
す
る
時
代
・
分
野
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
全
て

の
学
生
(
二

1
四
回
生
)
と
院
生
、
先
生
方
が
参
加
し
ま
す
。
他
大
学
や
O
B
・

O

G
で
参
加
す
る
人
も
い
る
た
め
、
参
加
者
総
数
は
七

O
名
ほ
ど
に
も
及
ぶ
、

た
い
へ
ん
大
規
模
な
調
査
で
す
。
方
法
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
た
め
、
全

国
的
に
も
か
な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

調
査
を
中
心
に
な
っ
て
組
織
す
る
の
は
、
学
生
・
院
生
・
先
生
・
和
泉
市
教

育
委
員
会
(
市
史
編
さ
ん
事
務
局
)
の
メ
ン
バ
ー
一
玉
名
ほ
ど
か
ら
な
る
実
行

委
員
会
で
す
。
毎
年
五
月
初
め
に
立
ち
上
げ
、
会
議
を
重
ね
て
調
査
計
画
を
立

て
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
、
調
査
三
一
日
間
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
事
後
に
報

告
書
を
作
成
し
、
次
年
度
五
月
刊
行
の
雑
誌
『
市
大
日
本
史
』
に
掲
載
す
る
ま

で
、
ほ
ぽ
一
年
の
あ
い
だ
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。
以
下
、
こ
の
合
同
調
査

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

合
同
調
査
で
は
、
和
泉
市
内
の
町
会
か
ら
対
象
地
域
を
選
び
、
一
つ
の
地
域

(
町
会
)
を
歴
史
学
の
方
法
に
基
づ
い
て
色
々
な
角
度
か
ら
調
査
し
ま
す
。
具
一

体
的
に
は
、
出
城
出
残
志
村
対
面
式
書
似
輯
置
、
地
再
似
村
昭
寄
例
町
合
償
配
民

似
対
州
民
似
地
域
蛍
沼
斜
地
域
運
営
何
回
ポ
慰
問
志
眠
以
輯
畳
、
ポ
路
料
回
以

参考:これまでの合同調
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石
造
物
、
景
に
注
一
目
し
な
が
ら
実
際
に
地
域
を
歩
い
て
回
る
フ
イ

l
Jド
ワ

ー
ク
、
墓
石
や
石
碑
に
書
か
れ
た
文
字
を
記
録
に
残
す
拓
本
調
査
な
ど
、
多
様

な
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
様
々
な
調
査
が
で
き
る
の
は
、
た
だ

調
査
方
法
自
体
が
多
様
に
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
を
駆
使
す
る
と
い
う
理
由
の
み
な

ら
ず
、
調
査
対
象
と
な
る
「
地
域
」
そ
の
も
の
の
中
に
は
、
重
層
的
で
豊
か
な

人
々
の
生
活
痕
跡
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
個
性
的
な
あ
り

様
を
持
つ
各
々
の
地
域
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
色
々
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
意
味
を

持
つ
の
だ
と
い
う
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

↑調査風景(史料調査をしています)

*
ど
ん
な
調
査
を
し
て
い
る
の
か

↑調査風景(フィールドワーク中)

現
在
の
和
泉
市
の
「
町
会
」
は
、
戦
後
宅
地
化
さ
れ
た
新
し
い
町
を
除
い
て
、

ほ
鴎
E
R
時
代
似
i

吋
村
『
似
範
囲
が
引
き
継
が
料
で
き
で
以
宮
下
。
そ
の
た
め
、

庄
屋
を
し
て
い
た
古
い
家
の
蔵
な
ど
に
、
村
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
た
古
文
書

が
現
存
し
て
い
た
り
、
近
代
以
降
の
戸
長
文
書
・
町
会
史
料
な
ど
が
豊
富
に
残

さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
と
き
に
は
中
世
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
お
宅
も
あ
り

ま
す
。
一
つ
の
「
地
域
」
に
残
さ
れ
て
き
た
全
て
の
古
文
書
を
そ
の
地
域
に
即

し
て
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
同
紙
同
&
E
E
似
鹿
慨
を
斗
古
代
川
市
世
川

近
世
U
M出
川
デ
南
東
似
政
治
E
U
お
お
時
代
医
鋭
で
轍
堀
切
隠
す
&
己
必
お

C

必
却
が
巴
似
お
デ
凶
悪
以
じ
で
意
お
似
が
伝

U
Z点
軒
以
還
時
代
的
出
吋
構
紙
同

検
証
で
ま
る
の
で
す
。
合
同
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
古
文
書
の
調
査
を
、
古
文

書
の
ま
と
ま
り
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
地
域
に
残
さ
れ
て
き
た
の
か
?
と
い

う
視
点
を
重
視
し
て
“
現
状
記
録
調
査
法
"
と
い
う
調
査
方
法
を
用
い
、
一
点

ず
つ
詳
細
に
記
録
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

合
同
調
査
で
調
査
し
た
古
文
書
は
、
後
賦
似
掛
識
で
獣
材
同
僚
材
料
叫
輯
蜜
働

む
ぢ
訟
が
志
誠
み
込
み
密
造
ぬ
配
下
。
合
同
調
査
の
三
日
間
で
は
古
文
書
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
全
て
は
分
析
で
き
な
い
の
で
す
が
、
授
業
を
通
し
て
だ
ん
だ
ん

と
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
学
部
時
代
の
合
同
調
査
は
、
本
物
の
古
文
書

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
古
文
書
が
残

さ
れ
て
い
る
地
域
で
史
料
調
査
を
行
う
と
い
う
、
た
い
へ
ん
稀
有
な
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
え
る
場
と
し
て
、
私
自
身
、
毎
年
と
て
も
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
二
回
生
時
の
合
同
調
査
で
調
査
し
た
山
間
村
落
の
古
文
書
は
、
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後
期
の
授
業
で
同
級
生
と
共
に
グ
ル
ー
プ
報
告
を
重
ね
、
報
告
書
に
も
史
料
紹

介
を
書
く
と
い
う
小
さ
な
“
共
同
研
究
"
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

し
て
四
回
生
の
時
に
は
、
も
う
少
し
研
究
を
深
め
た
い
と
思
い
、
こ
の
村
の
古

文
書
を
卒
論
の
素
材
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
点
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

聞
き
取
り
調
査
は
“
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
"
と
呼
ば
れ
、
歴
史
学
の
重
要

な
方
法
の
一
っ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
は
、

一
般
的
に
は
個
人
の
経
験
・
記
憶
を
記
録
す
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
合
同
調
査
で
は
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
志
伝
馬
出
城
岡
村
ね

同
ゐ
点
制
似
事
以
じ
川
地
域
似
品
切
棋
川
出
城
運
営
川
劃
記
録
す
&
と
い
う
点
を

よ
り
意
識
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
聞
き
取
り
調
査
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
や
院

生
に
と
っ
て
は
、
何
を
聞
い
て
よ

い
の
か
分
か
ら
ず
難
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
私
達
の
祖
父
母

と
同
世
代
に
あ
た
る
方
々
か
ら

お
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
私
達

の
世
代
と
過
去
の
杜
会
と
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
良
い
機
会
に

も
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
古
文
書
・
聞
き
取
り

調
査
に
加
え
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
で
現
地
を
実
際
に
歩
き
、
そ

れ
ら
を
全
て
相
互
連
関
的
に
把

↑調査風景(聞き取り調査をしています)

握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
あ
り
様
を
立
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
調
査
方
法
自
体
に
も
か
な
り
の
工

夫
が
必
要
で
す
。
実
行
委
員
会
で
は
毎
年
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
か
、
熱

い
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
合
同
調
査
を
ォ
地
域
似
現
紙

記
録
ぺ
と
位
置
づ
け
る
意
義
や
、
大
学
と
市
教
委
と
の
合
同
と
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
何
地
域
む
似
合
同
輯
牽
ぺ
で
も
あ
る
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
あ

ら
た
な
意
義
・
意
味
が
見
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
は
、
池
田
下
町
の
四
町
会
(
中
村
・
久
保
出
・
願
成
・
山
深
)
を

対
象
に
、
八
月
二
日

1
四
日
ま
で
の
日
程
で
合
同
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
と
て

も
た
く
さ
ん
の
史
料
調
査
や
聞

き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
水

路
調
査
や
拓
本
調
査
な
ど
も
行

い
ま
し
た
(
写
真
参
照
)
。

今
年
は
九
月
末
の
二
八
日

1

三

O
日
に
か
け
て
、
和
泉
市
内

納
花
町
で
合
同
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。
現
在
は
そ
れ
に
向
け

て
、
調
査
計
画
を
立
て
た
り
調

査
地
で
あ
る
納
花
町
の
町
会
と

の
話
し
合
い
、
当
地
域
の
古
代

*
今
年
の
調
査
を
控
え
て

門
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↑宿舎でのミーティング風景



ー
近
代
ま
で
の
歴
史
を
事
前
に
調
べ
た
り
と
い
っ
た
、
当
日
の
調
査
を
よ
り
充

実
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
最
中
で
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
調
査
経
験
の
豊
富
な
学
生
・
院
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

直
接
色
々
と
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
を
学
ぶ
中
で
の
一
番
の
醍
醐
味
は
、
本
や
テ
レ
ビ
に
流
れ
る
“
歴
史
像
"

を
通
じ
て
間
接
的
に
歴
史
を
知
る
こ
と
や
、
歴
史
上
に
名
を
残
す
有
名
人
物
に

つ
い
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
知
識
を
か
き
集
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
百
封
書
梢
遺
幽
憎

む
格
闘
す
&
己
劃
可
避
膏
似
松
A
E
E
E揖
剛
志
船
ヨ
封
切
吋
現
密
似
出
城
似
唱
回

避
最
似
痕
献
が
残
E
料
可
制
部
川
が
可
思
創
出
開
じ
却
が
以
掛
川
相
以
下
街
己
U
C

だ
と
思
い
ま
す
。
合
同
調
査
は
、
そ
う
し
た
営
為
を
多
く
の
人
と
協
同
し
な
が

ら
経
験
で
き
る
最
良
の
場
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
い
つ
か
、
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
調
査
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
、
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
!

(
後
期
博
士
課
程
二
年
斉
藤
紘
子
)

1'2008年度調査最終日、全体報告会の様子(池田下町中村公民館)
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大阪市立大学と和泉市との包括連携に関する協定喜

(目的)

第 1条 この協定は、大阪市立大学と和泉市(以下「両者」という o)が知的・人的資源の

交流や歴史・文化資源の活用など包括的な連携協力のもとに教育、まちづくり、産業、

医療等の分野で相互に連携協力し、活力ある地域社会の創造、人材育成及び両者の発展

に寄与することを目的とする。

(連携協力項目)

第 2条 本協定による連携協力項目はつぎのとおりとする O

( 1 )教育・文化・スポーツの振興に関すること

( 2 )産学官連携及びまちづくりに関すること

( 3 )健康・福祉及び医療の充実に関すること

( 4 )国際交流の推進に関すること

( 5 ) 白然・環境対策に関すること

( 6 )その他、両者が必要と認めること

(連絡調整窓口)

第 3条 前条に定める項目を円滑かっ効果的に進めるために、両者に連絡調整の窓口を設

置する。

(経費)

第4条 第 2条に定める項目の実施に要する経費は、原則として、両者の協議により決定

する O

(期間)

第 5条 本協定期間は、 3年間とする O ただし、期間満了の日の 3ヶ月前までに、両者の

いずれからも協定の終了または見直し等の申し出がない場合には、さらに 3年間更新す

るものとし、以後も同様の取扱いとする。

(その他)

第 6条 この協定書に定めるもののほか、連携協力の細目その他必要な事項については、

両者が別途協議して定めるものとする。

本協定締結の証として、本書を 2通作成し、署名捺印の上、各々一通を保有する O

平成 21年 4月 14日

大阪市え大学 手q 永布

-き長会え暁嗣 市長井放善行
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